








SIDS の原因のひとつとなりうる睡眠時無呼吸発作について、その本態が未解決である現在

、その治療について、確定的な方法はいまだ明らかでないが、1983 年 Sctlaefke&Burgtart

は、睡眠時・顔面の眼窩下神経領域にair jet を吹きつける訓練を繰り返すことにより、

無呼吸発作発現頻度の著減をみているので、われわれは前述の睡眠中の中枢性無呼吸発作

の頻発する Arnold-Chiari Ⅱ型奇形の症例に対して、肩甲内側部の経皮的通電刺激

(Transcutaneus Electrical Stimalation、以下 TESと略す)を行うことにより、Sch-1aefke

のような無呼吸発作の改善が得られるか検討した。 


